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線分 ABを直径とする円の点 Aにおける接線上に Aと異なる点 Pをとり，点 Pか
らこの円に直線APと異なる接線を引く。その接点を Qとし，Qから線分ABにおろ
した垂線の足を Hとする。
(1) ABの中点を Oとするとき，�OAP∽�BHQが成り立つことを示せ。
(2) 線分QHと線分 BPの交点を Rとするとき，QR : RHを求めよ。

解答
(1) OA = OQ, ∠ OAP = ∠ OQP = 90◦であるから，
ピタゴラスの定理(三平方の定理)より
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∴ �OAP ≡ �OQP

よって，特に
∠ AOP = ∠ QOP

であるから，円周角の性質より
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∠ OAP = ∠ BHQ = 90◦とあわせて
�OAP∽�BHQ (おわり)

(2) APの延長と直線 BQの交点を Xとする。
(1)より ∠ AOP = ∠ ABXであり，

OP BX

であるから，
AP : PX = AO : OB = 1 : 1

PA QHより
�BQH∽�BXA, �BRH∽�BPA

であるから，
QR : RH = XP : PA = 1 : 1 (答)


